
（表４）主要授業科目の担当状況（学士課程）

＜学士課程＞（専門職大学及び専門職学科を除く）

学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 1.9 83.8 119.7

兼任担当科目数（Ｂ） 2.1 31.2 34.3

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

47.5 72.9 77.7

専任担当科目数（Ａ） 20.4 38.6 71.8

兼任担当科目数（Ｂ） 6.6 43.4 54.2

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

75.6 47.1 57.0

専任担当科目数（Ａ） 2.0 82.1 128.6

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 44.9 48.4

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0 64.6 72.7

専任担当科目数（Ａ） 20.4 38.6 71.8

兼任担当科目数（Ｂ） 6.6 43.4 54.2

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

75.6 47.1 57.0

学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 2.0 85.0 133.5

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 32.0 36.5

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0 72.6 78.5

専任担当科目数（Ａ） 20.4 38.6 71.8

兼任担当科目数（Ｂ） 6.6 43.4 54.2

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

75.6 47.1 57.0

専任担当科目数（Ａ） 6.0 78.5 128.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 27.5 32.0

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0 74.1 80.0

専任担当科目数（Ａ） 20.4 38.6 71.8

兼任担当科目数（Ｂ） 6.6 43.4 54.2

専任担当率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

75.6 47.1 57.0
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「全開設授業科目」欄には、「必修科目｣｢選択必修科目」のほか、「選択科目｣｢自由科目」など、すべての授業科目数の合計を記入してください。「必
修科目」と「選択必修科目」の合計ではありません。

セメスター制、クォーター制等を採用している場合であっても、通年単位で作成してください。

１クラスのみ開講される科目を複数の教員が担当する場合は、専任教員と兼任教員の人数比をもとに記載してください。
例①：専任4人、兼任1人で担当の場合は、専任担当科目数0.8、兼任担当科目数0.2
例②：兼任のみ５人で担当の場合は、兼任担当科目数1.0。

同一科目を複数クラス開講している場合の計算方法は下記の通りです。
①同一教員による場合→専任教員が担当した場合は専任担当科目数1.0、兼任教員が担当した場合は兼任担当科目数1.0。
②複数教員による場合→専任教員と兼任教員の人数比による。例えば、すべて専任教員が担当した場合は専任担当科目数1.0、専任教員と兼任教員が１
名ずつで担当した場合は、専任担当科目数0.5、兼任担当科目数0.5。

課程を前期・後期で分けている専門職大学にあっては、学科ごとにさらに前期と後期で分けて作表してください。

人間社会学部

国際社会学科

専門科目

共通科目

社会園芸学科

専門科目

共通科目

この表は、大学設置基準第10条第１項及び専門職大学設置基準第32条第１項にいう「教育上主要と認める授業科目（主要授業科目）」についての専任教
員の担当状況を示すものです。

原則として学科単位で記入してください。

履修者の有無にかかわらず、カリキュラム上設定された科目はすべて対象となります。

ここでいう「専任担当科目数」 には、他学部、研究科（又はその他の組織）の専任教員による兼担科目も含めてください。　

大学の設定する区分に応じて、「教育区分」の名称を記入してください。なお、専門職大学及び専門職学科については、専門職大学設置基準第13条又は
大学設置基準第42条の９に定める科目を置くことになっているため、これを踏まえながら作表してください。

人文学部

日本語日本文化学科

専門科目

共通科目

英語コミュニケー
ション学科

専門科目

共通科目


